
令和 7 年度北部公民館「地域の状況、地域の課題、重点目標」 

 

1．地域の状況 

北部公民館区は、市の北東部に位置し、八千代市と隣接しており、昭和 29 年 4 月 1日設立さ

れ船橋市と合併した旧豊富村内にある。本地域は、古い伝統が残る地域で、果樹栽培や畑作な

どの農業を中心としており、豊かな自然が残る貴重な地域である。アンデルセン公園をはじめ、

千葉県立船橋県民の森や大神保青少年キャンプ場などがあり、市民の憩いの場となっている。       

対象地域は、古和釜町から神保町までの広範囲の 12.130 ㎢となり、面積は公民館区で最大とな

る。対象人口は令和 6 年 4 月 1 日現在 2,878 世帯、5,580 人である。少子高齢化が進んでおり

65 歳以上の高齢者が 37％以上を占め、市内でも高齢化率が高い地域となっている。また、管区

内の小･中学校は各 1校だけで、児童数、生徒数とも減少傾向にある。 

 

2．地域の課題 

(1)小学校(6 学級 125 人)･中学校(3 学級 81 人)の児童生徒数が少なく、管区全体の人口も減少

傾向にある(R5.4.1 5,713 人 R4.4.1 5,780 人)。 

(2) 65 歳以上の割合(37％)が高く ｢生涯学習に関するアンケート｣(以下｢アンケート｣)の結果、

「居住地域に心配なこと」として、高齢者の孤立（28.2％）、地域活動における後継者不足

（18.0％）を挙げる意見が他のブロックと比較して多い。 

 (3)｢アンケート｣の結果、学びの成果を自分以外のために活かしたい割合が、市内ブロックのな

かで最も低い。（44.8％） 

(4)｢アンケート｣の結果、新たに学習を始めることでは、他のブロックより｢インターネットに

関すること｣と回答している方が少ない(24.8％)。 

 

3．重点目標 

(1)今後も地域の団体・近隣の学校などと連携･協力し、地域の資産を活かした特色ある公民館

事業や地域の行事を共催で実施することで、地域住民の交流と学社連携を目指していく。 

(2)行政機関や地区社会福祉協議会などと連携･協力をし、高齢者の健康寿命を延ばし健康で健

やかな生活を過ごせるような事業を企画し、高齢者の社会参加と健康の維持･増進を図る。 

(3)地域の方々が楽しんで参加してもらえるような魅力ある事業や地域の特色を活かした事業

を企画し、広報紙や公民館報を通し、学習機会や情報の提供をし、人と人とが交流すること

で地域の活性化を図るとともに、サークルに発展するよう努める。 

(4)デジタルデバイド対策事業の拡充を目指す。 

 (5)北部地区公民館の基幹館として地区館との連携を図り、広域事業の実施や施設管理などの支

援に努める。 



 

 

令和 7 年度二和公民館「地域の状況、地域の課題、重点目標」 

 

1．地域の状況 

二和公民館は京成電鉄松戸線二和向台駅前に位置しており、駅周辺を中心に概ね住宅化さ

れているが地区内には農地も点在している。 

地域の北端部に昭和 49 年 4 月に設置され、平成 3 年 10 月 1 日、現在地に北図書館･二和連

絡所(現出張所)との複合施設として新築移転オープンした。管区内には小学校 2校、高等学校

1校があり、二和東、二和西の令和6年 4月 1日現在の世帯数は 7,523 世帯、人口は 17,001人

で、65 歳以上の人口比率は 25％であり市平均の 24％を上まわる。利用者は二和地区を中心に、

咲が丘、三咲などの隣接地域に加え、交通の便等、立地条件にも恵まれ新京成沿線の市内各地

域や鎌ケ谷市など広範囲から来館している。 

 

2．地域の課題 

(1) 利用団体の高齢化や固定化が進み、コロナ禍により活動が困難となった団体や、会員およ

び講師の高齢化を原因とした解散など、社会教育関係団体が令和元年 7 月 1 日現在 88 団体

から令和 7 年 1 月 1 日現在 70 団体と減少傾向である。これは地域の人々のつきあいの疎遠

や、地域コミュニティの弱体化も関連し、公民館が人と人をつなぐ役割として、既存団体

の支援および新規団体の育成を図る必要性がある。 

(2) ここ数年二和東、二和西の高齢化が市全体を上回る中、引きこもりや孤立を防ぐ対策と、

生きがいづくりや健康づくりの場の提供といった学習支援、また、災害時等の情報を得る

ためのデジタルデバイド対策として ICT を活用し高齢者への生活をサポートすることが必要

である。 

(3) 災害時には、地域コミュニティによる活動の重要性が指摘されている一方で、核家族世帯

の増加、働き方の変化やライフスタイルの多様化等に伴う地域生活における日常的な関わ

りやふれあいの機会の減少等から、地縁コミュニティの希薄化が懸念される。 

 

3．重点目標 

(1)社会教育関係団体を講師に招いた事業や団体間の交流の場を設ける等、日ごろの活動成果

を発表する機会を充実させる事業を実施する。また、様々なライフステージに応じた事業

を展開することで、サークル化につながるよう支援に努める。 

(2) 高齢者の引きこもりや孤立防止につながる事業を実施し、併せてデジタルデバイド対策や

健康づくりにも重点を置き、高齢期を健康で豊かに暮らすための場を提供する。 



 

 

 (3) 幅広い世代が参加できる事業を実施するとともに、地域のコミュニティの場として利用を

促進し、気兼ねなく立ち寄れる公民館を目指す。また、二和地区自治会連合会と連携し、災

害時における各家庭での備えや自治会等の備蓄品について確認できる機会を提供し、自宅避

難や自主避難時の留意点を学べる事業と併せて、多発する詐欺・詐欺的取引による地域住民

の被害を未然に防止するため、様々な注意喚起や情報提供等となる講座を実施していく。 

(4) 音響・照明等の機能を有する講堂を、文化･芸術活動推進のため積極的に活用し、主催事

業の充実を図るとともに、各種団体によるコンサートや発表会等の利用を支援する。 



令和７年度海老が作公民館「地域の状況、地域の課題、重点目標」 

 

1．地域の状況 

海老が作公民館のある大穴地区は、船橋市の北部に位置し、江戸時代に旧大穴村の新田とし

て開墾された地域であり、小字名の「海老が作」を伝承のために館名としている。 

昭和 45 年頃からの宅地開発により急激に人口が増加したが、現在は農地等の市街化調整区

域と住宅地が混在する地域となっている。管区は大穴北、大穴町、大穴南全域で、対象人口は

令和６年 4 月 1 日現在 6,375 世帯、13,684 人、65 歳以上の人口比率は 37.28%と市内でも高齢

化率の高い地域である。 

 

2．地域の課題 

(1)高齢化率が市内でも高い地域であり、また、新型コロナウイルスの流行以降高齢者の外出や

交流の機会が減少したため、介護予防の促進や高齢者孤立の予防に重点を置くことが求めら

れている。 

(2)各利用団体の会員や、地域関係諸団体の役員の高齢化が顕著であり、活動の継続が困難にな

ってきている。 

(3)周辺に青少年や子育て世代が気軽に集える場所が少なく、青少年同士、子育て世代同士の地

域での交流がしづらい環境となっている。 

 

3．重点目標 

(1)深刻な地域の高齢化に対応していくため、地域団体や地区社会福祉協議会と連携し、高齢者

の生きがいづくり、健康づくり、仲間づくりを目的とした学習や活動を推進する。 

(2)高齢者の希望に合ったデジタルデバイド対策講座を引き続き実施し、デジタルデバイドの解

消を図る。  

(3)サークル活動が継続して行えるよう、サークル活動を支援するとともに、新たな会員獲得に

向けたサークル支援事業を引続き実施していく。 

(4)青少年育成団体や学校、児童ホーム等と協力しながら、青少年の活動の場を確保するととも

に、創作活動や新たな仲間と遊ぶことの楽しさを体得できる取組を実施していく。 

(5)市民協働による公民館活動を推進し、市民ニーズを取り入れ幅広い世代の市民に、多様な学

習や芸術活動を提供する。 

 

 



令和７年度小室公民館「地域の状況、地域の課題、重点目標」 

 

1．地域の状況 

小室町は船橋市の北端に位置し、生活圏は北総の一部であり、隣接する印西･白井の両市と

の関わりも深い。また、宅地造成で行われた小室台の発掘に際して古墳時代のものとみられる

鉄製の長刀やメノウ製の匂玉、琥珀製の管玉等も発掘されており、この発掘により旧石器時代

から中世に至るそれぞれの時代に小室地区に人々の営みがあったことが証明されている。 

従来、農村地帯であった同町に千葉ニュータウンの一部が造成され、昭和54年3月に入居が

始まると、わずか368人ばかりであった人口は、令和6年4月1日現在3,343世帯、6,763人となっ

ている。新規住宅建設は続いており、環境の良さを求めた子育て世代の入居も多い。小室地区

は、自然の林が残り、公園や緑地が適度に配置された落ち着いた環境である。 

 

2．地域の課題 

(1)地域に商業施設等は少なく、公民館が住民の交流・学習拠点として担うべき役割は多い。 

(2)管区の 15 歳未満の割合は令和 6年 4 月 1 日現在 14.02%で、市全体の 11.90%より高い割合と

なっており、子育て世代への支援を拡充していく必要がある。 

(3)管区の高齢化率は令和6年4月1日現在30.28％で市全体の23.94%より高く、孤立、閉じこもり、

認知症、運動機能低下等の割合が年々高くなっていると推測される。また、近年の進むデジ

タル化に、高齢者が情報弱者となりやすい傾向がある。 

 

3．重点目標 

(1)青少年教育の充実を図るため、小室地区青少年健全育成連絡協議会や各種団体、学校等と連

携し、青少年の探求心に応じ、参加意欲を掻き立てるような体験学習等健全育成を図る。 

(2)地域住民の様々なニーズを捉え、ライフステージに応じた多様で的確な学習機会の提供に努

め、すべての世代を通じ新たな利用者の増加を図る。 

 (3)高齢者が、心身ともに健康で潤いのある生活を送れるよう､地区社会福祉協議会や各種団体

と連携し、参加者同士の交流の場と健康増進を図る学習機会の提供に努める。また、高齢者

デジタルデバイド対策事業を促進していく。 

(4)増加傾向にある子育て世代が、地域とふれあい、地域に愛着が持てるように、併設している

児童ホームと共に各種活動の機会を設ける。 

 

 

 

 

 



令和 7 年度八木が谷公民館「地域の状況、地域の課題、重点目標」 

  

1．地域の状況 

八木が谷公民館管区は、市の北西部に位置し、北は白井市、南は二和、西は鎌ヶ谷市、東は

神保町に接している。この地区は、元来山林と田畑を主とする旧豊富村の農村地区で、昭和 45

年以降急激に人口が増加し、現在は古くからの集落の中心部を除いてほぼ全域が宅地化され、

住宅が密集した地域となっている。対象人口は令和6年4月1日現在23,297人で高齢化率36.0%

と、市内でも高齢化率が高い地域である。立地は、京成電鉄松戸線三咲駅、又は二和向台駅よ

り北へ徒歩約 20 分の場所に位置し、管区内には保育園 2園、幼稚園 2園、小学校 3校、中学校

1校が設置されている。公共交通不便地域解消事業により平成 25 年度から小型バスが運行して

いる。 

また、令和元年 10 月より買物困難地域を対象とした移動販売が開始され、現在管区内では、

４箇所で実施されている。 

 

2．地域の課題 

 (1) 管区の小中学校の児童生徒数は、1,499 人(R6)と、5 年前の 1,814 人(R 元)から 減少して

いる。また人口も 23,297 人(R6)と、5年前の 24,273 人(H 元)に比べ減少していることから、

子供同士や世代間の交流が生まれるような機会を提供する。 

(2) 管区の高齢化率が 36.0%(R6)と、5年前の 35.1%(R 元)に比べても高齢化しており、今後も

高齢化が進んでいく事が予想されるため、健康等に関した機会を設ける。 

(3)八木が谷地区は、公共交通機関が限られており、また、買物困難地域もあるなど、特に高齢

者にとっては外出しづらい環境になっていることから、デジタルデバイド対策等を行うこと

により生活しやすい環境を構築する。 

(4)核家族化する家庭により親だけで子育てを担わなくてはならない。また家庭生活の変化によ

り専業主婦が減少し、平日に家族が一緒に過ごす時間が十分に取れなくなっている。 

(5)サークル･公民館事業とも、成人の年代の公民館利用者が少ない。また高齢化によるサーク

ルの活動の衰退が懸念されるため、地域交流や公民館に来やすい事業の実施、サークル育成

を図る。 

 

3．重点目標 

(1)人口の減少、高齢化が進む地域であっても、地域交流の他、子供同士や世代間の交流が生ま

れるような機会を提供することにより、人との関わりの中で生活していることを知り、地域

への愛着、地域貢献の意識を育む。また、青少年については、体験活動を充実させて、周囲

との関わりを増やす。 

(2) 地域の高齢化率が高いことから、高齢期を豊かに生きるために、健康維持や増進のための

学習機会の提供を推進する。 



(3)八木が谷地区は交通機関が限られることや、買い物困難地域もあるなどから、キャッシュレ

スを含むデジタルデバイド対策を推進することにより、高齢者などの方が生活しやすいよう

に学習の機会を提供する。 

(4)「家庭教育の認知」は約 7割と高いが、「子供への家庭教育に自信がある」は約 3割と高く

ない為、家庭への教育を推進する。 

(5)学習に期待することは、心身の健康を維持･増進することを重視していることや、何かを継

続して学ぶことが生活の充実につながると考えられることから、健康関連はもちろん趣味の

幅が広がるような事業を実施していくと伴に地域交流にもつながていく。 

(6)サークルの高齢化を防ぐため、新たな会員が入会できるような事業を行い、サークルの活性

化を図る。   



令和７年度三咲公民館「地域の状況、地域の課題、重点目標」 
 

1．地域の状況 

三咲公民館の管区である三咲地区は市の北西部に位置し、明治初期頃までは下野牧と呼ばれ、

初富(鎌ケ谷市)二和(船橋市)に続く 3 番目の開墾地であることから｢三咲｣と呼ばれるようにな

った地区である。管区は三咲 1～9 丁目、南三咲 1～4 丁目、三咲町の約 2.3 ㎢が対象となって

いる。この三咲地区の人口は緩やかな増加傾向にあり、令和 6年 4月 1日現在、世帯数は 7,573

世帯、人口は 17,354 人である。 

立地は京成電鉄松戸線三咲駅から徒歩 10 分、京成バス千葉ウエスト三咲東郵便局バス停留所

から徒歩 1分という交通の便に恵まれた位置にあり、児童ホーム･老人憩いの家併設ということ

もあり、対象区域以外の沿線住民にも幅広く利用されている。 

 

2．地域の課題 

 (1)三咲地区の高齢化率が 25%とやや高い状態にあり、閉じこもり者･認知症リスク者･物忘れの

多い者の割合も高い。また、30 分以上歩く者の割合が低く、運動をする機会が減っている高

齢者も多いため、対策を講じていく必要がある。 

 (2)新型コロナウイルス感染症の影響により、地区の高齢者の閉じこもり･運動不足の傾向が進

んでおり、認知症のリスクも高まってきていると考えられるため、対策を講じていく必要が

ある。 

(3)地域の町会･自治会等の組織や地域の団体の役員･メンバーの高齢化が一段と進み、地域活動

における後継者が不足している。 

(4)公民館の利用サークルの高齢化により、当地域で活動している社会教育関係団体もゆるやか

だが減少傾向にあるため、現状の団体に対する支援及び新規団体の育成に引き続き取り組む

必要がある。 

(5)20 代から 50 代の若い世代の公民館の利用が少ないことから、公民館が新たな学習の場とな

るような講座等を提供していく必要がある。 

(6)三咲地区に学校がないことから、学校と連携して事業等を実施するには、近隣地域の学校と

連携を取る必要がある。 

(7)台風や急な大雨等による公民館の避難所開設が増えていることから、地域住民の防災意識を

高める必要がある。 

 

3．重点目標 

(1)地域の高齢者の運動機能の向上･健康寿命の延伸、生きがいづくりに寄与する事業を実施し、 

高齢者が心豊かにすごせる場を提供する。 

(2)高齢者が気軽に参加しやすい各種の事業を実施し、地域で閉じこもり傾向にある高齢者の参

加を促すとともに交流の場を提供する。 



(3)社会教育関係団体及び地域の町会･自治会等の組織や地域の団体の活動の支援を行い、社会

教育関係団体の育成に努める。 

(4) 現代的課題や地域の課題に取り組む事業、住民の学習ニーズに対応する事業、20 代から 50

代の若い世代が興味を抱く講座等を実施し、成人向け事業の充実を図る。 

(5)併設している児童ホームと連携･協力して、子育て支援事業を実施し、地域の子育て世代が

交流できる場を提供する。 

(6)近隣地域の学校･児童ホーム･地域団体と協力して、青少年が体験･学習できる事業を実施し、

青少年の健全育成や居場所づくりに寄与する。 

(7)今後、大きな災害が起こることを想定して、地域住民を対象に災害対策に関する事業を実施

し、地域住民の防災意識を高め、防災の知識と対策を共有する。 

 



 

令和７年度松が丘公民館「地域の状況、地域の課題、重点目標」 

 

1．地域の状況 

昭和 29 年千葉郡豊富村が船橋市に編入された当時、松が丘地区は旧豊富･古和釜地区の一部で

地勢は山林と畑が大部分であった。昭和 38 年頃から 50 年代にかけて宅地として開発され、現在

の地勢は宅地と少しの農地、点在する公園や緑地となっている。管区内には、私立幼稚園・保育

園が各１園、市立小･中学校、県立高等学校が各 1 校と、児童ホームが設置されている。住民は各

地より移住してきた人が多数を占めている。 

松が丘公民館は、平成 5年 4 月に管区のほぼ中央の位置に設置され、令和 5 年度には開館 30 周

年を迎えた地域コミュニティの拠点である。対象区域は松が丘１丁目～5 丁目で、令和 6 年 4 月

1 日現在の世帯数は 6,084 世帯、人口は 12,608 人、65 歳以上の人口比率は 37.93％と、市内で最

も高齢化率が高い地域である。令和 6 年 7 月の新京成バスダイヤ改正に伴い「船橋駅北口～古和

釜十字路」系統の廃止、運行本数の減少等により、高齢者の通院や買い物など、日常生活におけ

る交通状況のさらなる悪化が懸念されている。 

 

2．地域の課題 

(1)管区内には幼稚園、小学校、中学校、高等学校があることから、それぞれの成長過程におい

て地域との関わりを持ち地域を愛する心を育む機会が必要である。特に、未就学児において

は、核家族化、地域コミュニティの枯渇化等により「弧育て家庭」にならないために公民館

や児童ホームが連携し事業を企画するも、幼稚園等のプレ保育（未就園児・親子対象）が年々

拡大して事業展開されているため、平日日中にフリーでいる親子が少ない。現状で、孤立し

ている親子の実態が把握できず、事業への集客も含めて取り込みが困難な状態である。 

(2)「高齢者基本調査」（令和 4 年度実施）及び「ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ調査」（令和

5 年 6 月概要版）において、北部地区全体でリスクが高い傾向であるが、特に松が丘地区が

認知症、うつ、IADL 低下の 3 つのリスクが高い傾向との調査結果がでている。また、「『主観

的幸福感』自分はあまり幸せでない」と思われている高齢者が松が丘地区で多いとも挙げら

れている。 

(3) 「船橋市公共建築物保全計画」に基づき、令和 7 年度に屋上防水及び外壁改修工事を予定

している。周囲の設置物の全面撤去が必要であることから、敷地内に設置する「松が丘地区

社会福祉協議会事務所（プレハブ）」の撤去も要することとなった。館の運営で令和 7 年度に

おける一番の課題は、工事に伴い敷地内一般駐車場の使用を全面中止とし代替箇所がないこ

とから、利用者、来館者への影響が大きいことが想定される。 

 

 

 



3．重点目標 

(1)保健センターや学校、児童ホーム等と連携し、子育てを応援する事業や、青少年の体験活動

など子供たちの主体性を伸ばしていく事業を展開することで、子育て世帯を支援する。また、

社会教育関係団体や自治会など地域住民の協力により、子供同士や地域の大人との交流を図

る機会を積極的に創出することで、「ふるさと船橋」「ふるさと松が丘」に愛着をもつ、人づ

くり、地域づくりを目指す。 

(2)令和 7 年度は、松が丘地区の高齢化率が最も高い地区ではあるが、元気なお年寄りが多い

地区であることを将来的に実証していけるよう、高齢者が体力を維持し、社会的つながりを

形成できる仕組みづくりの第一歩とする。公民館で身体を動かし、友人と会う機会が自然と

つくれるような高齢者向けの活動やプログラムの定期開催を増やすことで、来館を習慣化す

ることを実現させていく。「リスク高齢者」を少しでも減らせるような 生きがいづくりや、

住み慣れた地域で健やかに暮らし続けられるための健康増進事業の充実を図り、高齢者の孤

立や閉じこもり防止に寄与する。 

 (3)サークルの高齢化が加速する中、団体の活動が無理なく続けられるよう、地域の核となる生

涯学習施設として情報収集や発信を行い、地域や社会で活躍する人材・団体を支援する。 

また、日々の施設管理・運営において、来館者の体調不良や不慮の事故など不測の事態に冷

静に対応できるよう、日頃から職員間で手順を共有していくことで、いざという時に判断・行

動できるようにする。 

(4)公民館設置 30 年を経過し、水廻りなど設備の不具合箇所が多数生じている。事業実施に支

障のないよう、日常での点検整備を心掛け、来館者が安心して利用できる居心地のよい施設

を目指す。 

(5)改修工事期間での公民館事業の開催においては、トラブルなく滞りない施設運営を行うた

めに、利用者や地域住民の理解や協力が得られるよう、誠意ある説明、わかりやすい広報活動

等の環境整備に努める。 



令和 7 年度坪井公民館「地域の状況、地域の課題、重点目標」 
  

1．地域の状況 

坪井公民館管区は市の北東部に位置し、八千代市に隣接している。令和 6 年 4 月 1 日現在、

面積約 1.9 ㎢、世帯数 4,865 世帯、人口 12,952 人であり、世帯数は微増、人口は微減している。 

この地区は昭和 40 年の宅地造成、平成 8年の東葉高速鉄道開通、翌年からの土地区画整理事

業により人口が急増した。平成 19 年には市内 24 番目の地区コミュニティとなった。 

公民館周辺には、幼稚園、小中学校、大学があり教育環境が整備され、少子高齢社会の中で、

高齢者層よりも新たな住民を中心に子育て世代が多いため、15 歳未満人口比率が高い地域であ

る。 

 

2．地域の課題 

 (1)地震・豪雨などの自然災害に備えるため、地域住民の防災への意識が高い地域であることか

ら、住民のニーズに合致した支援が必要である。 

(2) 15 歳未満人口の人口比率が高い地域であるため、学校の授業とは違った環境での子供たち

の体験活動や学校が休みの日の居場所づくりの支援が必要である。 

(3)土地区画整理による新しい街には 65 歳未満の人口比率が高いが、従前からの住宅地には高

齢者が生活する居住区域も多く見受けられることから、様々な年代や生活環境に見合った学

習機会の提供が必要である。  

(4)地域の高齢者が、自宅に引きこもりがちにならないよう、また、人とのコミュニケーション

が減少しないように、高齢者の生きがいづくり･仲間づくりの支援が必要である。さらに、運

動不足による身体機能の低下を招かないように、身体を動かせる機会の提供を行うことが必

要である。 

(5)地域の人口構成の中心的な世代である 40 歳～50 歳代の働き盛りの住民について、子育てへ

の支援、繁忙な日常の中で親子の絆を深める機会を提供することが必要である。 

 

3．重点目標 

(1)地域住民の防災意識が高いことから、ニーズに合致した防災学習の場を提供するため、地域

の防災について主催者（公民館）と参加者（住民）が一緒に考えた体験・実践型の事業を実

施する。 

(2)地域の各種団体･機関と連携して子供たちに体験活動や学習の場を提供し、青少年の健全育

成・居場所づくりに取り組む。 

(3)様々な世代や環境の方々のニーズを的確に捉え、また、福祉や国際社会との繋がり等を視野

にいれながら魅力ある事業を展開し、地域の方が積極的に学習・文化・スポーツ活動に携わ

れる場を提供する。  

(4)高齢者が家に引きこもらないよう、高齢者向け事業を定期的に行い、生きがいづくり･仲間



づくりを支援する。また、高齢者が運動機能を維持するためのきっかけとなる事業を行う。 

 (5)子育て世代を支援し、また、親子の絆を深めるために、親子で一緒に参加できる事業等の充

実を図る。 

 


